
話  題 
生徒会災害復興支援活動「第5回きずなプロジェクト」SDGs講演会 
「今、私たちができること～平成28年 4月熊本地震から学ぶ～」

話題の内容

■概 要   

【これまでの活動】 

 本校生徒会は、ＳＤＧｓの視点を踏まえ、被災地の現状を知るとともに、被災

された方々が少しでも元気になっていただきたいという思いを込め、令和元年度

に災害復興支援活動「きずなプロジェクト」を立ち上げ、本年で 5年目を迎えま

す。 

 昨年も、生徒会がＰＴＡと連携して「きずなプロジェクトバザー」を開催し、

被災地の特産品の販売を行いました（令和元年から継続）。 

その後、バザーで得た収益金を義援金として、被災地への視察を兼ねて直接届

けるとともに、被災地視察で学んだことを、文化祭で発表しました。 

【本年度の講演会について】 

本年度は、南阿蘇村役場から、 

・総務課防災・消防 防災官 藤原 松男 氏、 

・政策企画課 地域おこし協力隊 市村 孝広 氏 

にお越しいただき、 

「今、私たちができること～平成28年 4月熊本地震から学ぶ～」と題した 

講演会を開催し、今後の地域防災及び災害復興支援活動の在り方について、 

考えていきたいと思っています。 

■日 時 

令和５年 6月 30日（金） 14：30 ～ 15：30 

■場 所 

  北九州市立則松中学校 体育館  

■参加者 

 全校生徒・保護者 

学校の概要 ■ 児童生徒数 414 名 

■ 学 級 数 13 学級 

問い合せ先

■ 学 校 名  北九州市立則松中学校 

■ 所 在 地  北九州市八幡西区則松三丁目 5番 1号 

■ 校  長  江口 満     （教頭）能勢 愛 

■ 電話番号   093-601-0990 

備  考 本校は、災害復興支援活動を通じて、岩手県大槌町、熊本県南阿蘇村、福岡県

朝倉市高木地区、大分県日田市中津江村、天ヶ瀬温泉と交流があります。 

※ 日程等が変更となる場合があります。取材の際は、事前に学校にご連絡ください。

令和5年 6月 23日 

学校の話題提供（教育委員会）


